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（金融労連・全国金融産業労働組合滋賀分会）
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２０１7年

３月１０日

№２２０

２月１１日から１２日にかけて、京都・ホテル

本能寺で、近畿地協２０１７春闘学習会が開催さ

れました。前日からの豪雪のため、米子や京都北

部の一部の仲間が参加できませんでしたが、北陸

や東京の仲間を含め３３人が、さざなみネットか

ら山﨑書記長が参加しました。

学習会は下右欄の日程のとおり行われました。

冒頭、岡野議長が、沖縄辺野古新基地強行や南

スーダンでの戦闘行為、共謀罪など、最近の日本

の危険な政治状況に警鐘を鳴らした後、「利益至

上主義の経営は労働者に必ずしわよせをもたらす。

金融機関もブラック企業化している。この学習会

でニセモノの『働き方改革』の本質を学び、当た

り前に暮らい

ていけるよう

にがんばりま

しょう」とあ

いさつしまし

た。

講演は、京

都南法律事務

所の毛利弁護

士が「ストッ

プ！企業のブ

ラック化」と題して行なわれました。

毛利弁護士は、「１５年程前に過労自殺を発生

させた電通が、最高裁で断罪されたのに、昨年、

また同じような悲劇を生み出したことを、弁護士

の間では『また電通か』と言われるぐらい、反省

をしていない大企業の姿を浮き彫りにした。しか

し、電通の事件は氷山の一角であって、企業のブ

ラック化は全国各地に広がっている。

ブラック企業を生まないためには、「労働者が

権利を知り相談先を知って、ブラックな状態を告

発可能にすることが大切。労働組合は、経営者を

団体交渉に応じさせる力を持っている。自分の企

業がブラック化しないように、日々活動し改善し

ていくことが大切」として、労働組合の役割を強

調しました。

「３６協定を締結せずに残業をさせた場合、労

働基準法違反の犯罪で、６カ月以下の懲役または

３０万円以下の罰金と定められていて、『公然わ

いせつ罪』の量刑に匹敵する。」「労働者の命を

ないがしろにして企業の利益を確保する（次頁へ）
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２月２５日、長浜市民交流センターにおいて、

第１７回湖北母親大会があり、戦後日本の闇に

迫るドキュメンタリー映画「放射能を浴びたＸ

年後２」が上映されました。参加された清水分

会委員から感想をいただきました。

２年前に第１作を観て、第五福龍丸の事しか

知らず衝撃を受けました。終戦直後の１９４６

年。太平洋上で、米国による核実験が始まりま

した。しかし多くの漁船が、その後１００回を

超える実験期間中も近海でいつも通り操業を続

けていました。１９５４年３月１日に爆発させ

たビキニ環礁での水爆実験「ブラボー」は広島

に落とされた原爆の１０００倍以上の破壊力が

ありました。しかし、マグロの値段が下がる、

売れなくなるとして、乗組員の健康被害を放置

して、日米政府は２００万ドルと引き換えに実

態を隠したのです。

第２作では第１作の映画との出会いがきっか

けとなり、漁師だった父の死に疑問を抱き始め

た２人の子どもが動き始めます。元漁師たちの

証言や関係者への聞き取りで「船員手帳のその

頃が破られていた」「子どもの結婚に影響する

か心配で言えなかった」等、苦悩された様子は

胸に迫るものがありました。日本列島に影響を

及ぼした巨大被ばく事件を知らされないまま半

世紀を経ましたが、

今徐々に明らかに

なってきています。

安全や核をめぐ

り国のあり方が問

われています。大

事な物を破棄し隠

して、嘘とごまか

しで悪政を進める

安倍政権ですが、

歴史は真実を教え

てくれる事を学び

ました。

３月４日、長浜市神照公民館において、「饗

庭野基地学習講演会」があり、山﨑書記長が参

加しました。

早藤吉男県平和委員会代表理事・高島平和委

員会会長より「饗庭野演習場の現状と闘い」と

題して、今津駐屯地や饗庭野演習場の日本の安

保体制における重要な位置づけについて、自衛

隊や米軍全体の

動きから解明し、

常に多面的に見

ていく必要があ

ることや、この

間に起きた基地

問題にも機敏に

抗議をして成果

を勝ち取り、相

手の動きを封じ

ていくことの大切さを強調されました。

元陸上自衛隊第１空挺団の湯本知文氏からは、

「平成自衛隊～日本のデフェンス部隊としてこ

うあるべきだ～」と題して、自衛隊の組織・米

軍との関係等を体験をまじえて具体的に説明さ

れました。非常時に備えて厳しい訓練は必要だ

が、装備も指揮系統もアメリカ一辺倒では日本

を守ることはできな

い。北朝鮮からミサ

イルを撃たれても、

日本は近すぎて間に

合わず、撃ち落とせ

ない。本当の平和は

外交でしか実現でき

ないと断言されたこ

とが印象に残りまし

た。

（前頁から） ような企業・経営者は裁

かれてしかるべきだという認識を広めて

いくことが大切」と話されたことが特に

印象に残りました。

講演に続いて、武生信金・大同信組・

大阪シティ信金のなかまが、それぞれの

解雇撤回に向けた、たたかいを報告し支

援を訴え、「ブラック企業を社会的に包

囲する闘い」に取り組むプリントパック

争議団のなかまからも報告と支援の訴えが行わ

れました。

分散会では、講演の感想や職場や生活の実態

や悩みなどを話し合い、「労働時間の適正な把

握のために使用者が講ずべき措置に関するガイ

ドライン」などを学びました。

熱心に聞き入る参加者

講演をする早藤氏 講演をする湯本氏


